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⑰
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平和旬間実施中!!
「命，平和について考える～平和の心を世界へ～」

沖縄戦の犠牲者!!
沖縄戦は国内唯一の地上戦、

軍人の戦死者を上回る一般住民
戦没者があった。
「沖縄戦」の戦死者数は政府
において未調査のため正確な数
は未だに不明ですが、沖縄県福
祉・援護課の推定数では次のと
おりとなっています。
本土出身兵 6万5908人
県出身軍人軍属 2万8228人
一般住民 約9万4000人
米軍 1万2520人

合計 20万0656人
上記戦没者には、強制連行な
どによる朝鮮人の軍夫(戦場の
雑役夫)、朝鮮人「従軍慰安婦」
の戦没者数（推定1万人を超え
る）は含まれていません。戦争
マラリア死、餓死、住民虐殺、
戦時遭難船舶、集団自決などを
含めると一般住民の犠牲者は15
万人前後になります。『平和の
礎』には国籍を間わず24万人以
上の死没者が刻名されている。

授業参観日!!
去る13日(金)神中登校日と

同時に授業参観日を実施致し
ました。
受付名簿から見ると、43名

の児童生徒の保護者の参観が
ありました。全学級１名以上
の参加があり、中学校の多い
クラスで５名の参加でした。
小学校の保護者の方が少し

多く、各学級とも7～8名ぐら
いの参観の様子でした。
特に、神中登校日で設定さ

れた中学校教師による音楽、
家庭科の授業は、グループで
お互いの意見を交わしながら
コミュニケーションを深めて
いました。音楽では、リズム
に合わせた「自己紹介」を考
え、和やかな雰囲気の中で各
グループごと工夫しながら発
表していました。
家庭科では，色から受け取

るイメージと各個人とをつな
げ、その理由を考えながら、
ワークシートを記入し展開。

神
中
し
ー
ぶ
ん

コ
ワ
ッ
！
樹
木
倒
れ
る


